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その他構成部材のご紹介

テクフレックス100DSG
（排気ダクト）

・高強度ワイヤーを採用し収縮に強い。

テクフレックス150
（排気ダクト）

・不燃材料認定品（NM‐1785）

UチャンバーN150
・ファン本体との接続φ150、排気グリルとの接続
φ100×6分岐チャンバー

Y型チャンバーN
・UチャンバーN150の吸気口元に直接　接続する
φ100用2分岐チャンバー。

φ100用 φ150用

・ダクト同士のつなぎに使用。

ダクトジョイントニップル

オリフィス（排気グリル）
・天井にも床にも設置が可能。
・室内側のプレート9段階の可動（回転式）。
・吸い込み流量の自由な調整が可能。

開度5（最大）の状態 開度1（最小）の状態

最大開口最大開口 最小開口最小開口

エアロビット150Ⅳ
・外壁の汚れを軽減。
・強風時も逆流しない。
・内部形状をシンプルにし排気経路をスムーズに。
・外壁出寸法をスリム化。

前方からの風の勢いで、排気角度が変化し、更に汚れを軽減

内部に楕円形状を設け、強風時も逆流しない

楕
円
形
状

楕
円
形
状

ブロワーブロワー

通
常
排
気

角
度
ラ
イ
ン

通
常
排
気

角
度
ラ
イ
ン

通常時の風の流れ

正面からの風の流れ

強風時の風の流れ

強
風
強
風

風の力で排気UP風の力で排気UP

風の勢いで排気
角度が変化する
風の勢いで排気
角度が変化する



写真 品名 摘要 単位 数量

本
体 ピアラ 24 本体（NJB-400DC-V ） 換気ファン本体 台 1

配
管
部
材
セ
ッ
ト

エアロビット150 Ⅳ
壁排気フードφ 150
・エアロビット150 Ⅳ
・φ 150 スパイラル直管
・金属ニップル150

個 1

オリフィス（ホワイト） 排気グリル 個 6

テクフレックス100DSG
フレキダクト
φ 100 × 10M

本 3

テクフレックス150
フレキダクト 不燃認定品
φ 150 × 4M

本 1

U チャンバー N150
分岐ダクトジョイント
φ 150 ーφ 100 × 6

個 1

ナイロンバンド100
ダクト固定

（長）430㎜×（幅）4.8㎜
本 20

ナイロンバンド150
ダクト固定

（長）635㎜×（幅）4.8㎜
本 10

巻バンド
ダクト固定
30㎜× 10M　グレー

巻 1

配管用テープ
配管部材接続
20M/ 巻

巻 1

給
気
口

スクウェアフロー
自然給気口標準セット

（花粉フィルター）
個 5

写真 品名 摘要 単位 数量

分岐管 Y 型チャンバー N
分岐ダクトジョイント
φ 100 －φ 100

個 1

室内排気
グリル

オリフィス（ホワイト） 排気グリル 個 1

ダクト テクフレックス 100DSG
フレキダクト
φ 100 × 10M

本 1

省令準耐火仕様品

テクフレックス100D
フレキダクト 不燃認定品
φ 100 × 10M

本 3

スクウェアフロー
自然給気口省令準耐火仕様

（花粉フィルター）
個 5

標準品

テクフレックス100DSG
フレキダクト
φ 100 × 10M

本 3

スクウェアフロー
自然給気口標準セット

（花粉フィルター）
個 5

• 省令準耐火仕様

• 分岐追加部材

➡
➡

ピアラ24のお手入れ方法

お手入れ方法について

手の届くところにフィルターが内蔵しており片手で簡単に取り出す

ことができます。フィルターの時期は約１ヶ月に１回ランプでお知

らせ。本体下部にドレントレー（防水パン）が付いているので、浴室

の水分や結露水が溜まった場合は捨てることができます。

①ファンの電源を切ります ②フィルターを引き出します ③フィルターを掃除し戻します

汚れがひどい場合は、やさしく
水洗いするか交換してください。
水洗い後は十分に水気を取り
戻してください。

左右各1カ所のラッチをカチッと
音がするまで手前に引きロックを
外してください。

内部の水分や汚れがある場合は
ぬるま湯（40℃以下）に浸した布
を固くしぼり拭き取ってください。
※アルカリ性洗剤や研磨剤の入った
洗剤、石油由来の物質は使用しない
でください。

④ドレントレーを引き出します ⑤ドレントレーを清掃し戻します

①表面カバーを外します

EXフィルターの交換

②フィルターを手前に引き抜きます ④汚れがひどい場合

やさしく水洗いをするか、交換してください。
※EXフィルター、HGフィルターは水洗い出来ません。

③掃除機で汚れを除去します ⑤カバーを取付け元に戻します

スクウェアフローのお手入れ方法
メンテナンスを考慮してフィルターが取り出しやすい形状になっています。
フィルターによってお手入れ方法が異なりますが、フィルターを取り出して
汚れを除去するだけの簡単メンテナンスです。
※フィルターの交換時期は立地条件や使用状況により異なります。

フィルターのふた

ドレントレー（防水パン）
ラッチ

青ランプが点滅した場合は速やか
にフィルターおよびドレントレー
のお手入れを行ってください。

リモコン拡大図

EXフィルターは、次回交換し
易い様に紐が上下で室内側に
なるようにしてきちんと奥まで
押し込んで下さい。（紐の向き
を逆にして、押し込むと簡単に
取れなくなります。）

部材リスト

構造、法令などによる様々なプランをご用意しております。詳しくはお問い合わせください。

標準セット

オプション例

フィルター名 標準 EX QD HG CS

交換目安 １年 １年 1年 2～３カ月 ２年



換気設計標準プラン シミュレーション計算

流量測定

物件に合わせて運転レベルや運転音をシミュレートします。

事前にランニングコストも解かるため安心です。

【流量測定とは】

【測定手順】

室内排気グリル（オリフィス）に流れる空気の差圧

［Pa（パスカル）］を測り、換気量がきちんと確保さ

れているかを確認する方法です。マノメーターシステ

ムにより、ピトー管（長さ 500 ㎜）をオリフィスの

中心穴（2㎜）に挿し込み簡単に計測できます。
※オリフィスとは、流体を流出させる時、前後の圧力ヘッドの差で流量

を求めることができる穴のことです。

オリフィスを『ピアラ２４シミュレーションソフト』で計画された計算開度に合わせます。

開度5（最大）の状態 開度1（最小）の状態

ビニールチューブ

ピトー管

マノメーター（差圧計）

最大開口最大開口 最小開口最小開口

ピトー管

コントロールレベル3.5 1ヶ月の電気代 約212円1F

2F



仕様

長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について

保証について

■ピアラ 24 本体（NJB-400DC-V） ■スクウェアフロー室内ガラリ

■オリフィス

■スクウェアフロー用断熱 BOX100

■塩ビパイプ SU100

日本住環境株式会社
住まいの品質を考える

●このファンユニットには保証書がついています。「形式・お買い
上げ日・販売店名」などの記入をお確かめのうえ、大切に保管
して下さい。

●保証期間はお買上げいただいた日から１年間です。

●保証期間中であれば保証書の規定に従って無料修理させていた

■保証期間が過ぎているときは
●お買上げの販売店、又はお近くのお客様ご相談窓口にご連絡下さい。

■補修用性能部品の最低保有期間
●換気ユニットの補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）

（本体への表示内容）
※経年劣化により危害の発生が高まるおそれがあることを注意喚起
　するために電気用品安全法で義務付けられた右の内容表示を本体
　におこなっています。

（リモコンへの表示内容）
※右の内容を表示したシールを添付しています。

（設計上の標準使用期間とは）
※運転時間や温湿度など、標準的な使用条件に基づく経年劣化に対
　して、製造した年から安全上支障なく使用することができる標準
　的な期間です。

※設計上の標準使用期間は、無償保証期間とは異なります。
　また、偶発的な故障を保証するものではありません。

●「経年劣化とは」
　長期間にわたる使用や放置に伴い生ずる劣化をいいます。

電圧

周波数

温度

湿度

設置条件

環境条件

負荷条件

想定時間 1年間の
使用時間

常時換気
（24時間連続換気）
8760時間 /年

定格負荷（換気量）

標準設置

65％RH

20℃

50Hz または 60Hz

AC100V

JIS　C9603参照

機器の工事説明書による

機器の取扱説明書による

■標準使用条件　JIS C9921-2 による

【製造年】　２０××年
【設計上の標準使用期間】　　１５年
　　設計上の標準使用期間を超えてお使いいただいた場合は、
　　経年劣化による発火・けが等の事故に至るおそれがあります。

お問い合わせは

2026.01.NJK(05)


